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ネ
ル
チ
ン
ス
ク
篠
約
で
定
め
た
清
と
ロ

シ
ア
の
園
境
に
つ
い
て

士
口

金

田

康
照
二
十
八
洋
七
月
二
十
四
日
(
一
六
八
九
年
ユ
リ
ウ
ス
暦
八
月
二
十
八
町
〉

附
で
清
露
の
代
表
が
ネ
ル
チ
ン
ス
グ
で
調
印
し
て
交
換
し
た
ラ
テ

ン
文
の
講
和
篠
約
の
第
一
僚
は
園
境
を
次
の
通
り
定
め
て
い
る
。
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ωお
任
問
ロ
ヨ
白
河
に
流
入
す
る
、

タ
ル
タ
ル
語
で
〈

E
B
と
呼
ぶ
の

ZHロ
釦
〔
河
〕
に
近
い
同
刊
号
片
E
河
と
名
付
け
る
河
を
雨
園
の

境
界
と
す
る
。

ま
た
上
に
述
べ
た
同
R
E
n
E
河
の
源
泉
の
上
に
あ
る
岩
ま
た
は
石
の
山
の
頂
上
か
ら
、
こ
の
山
の
峯
峯
を
経
て
海
に
至

る
ま
で
は
、
南
帝
園
の
領
土
を
次
の
よ
う
に
分
つ
。
即
ち
こ
の
山
の
南
に
設
し
て

ω高
佐

g
S白
河
に
流
入
す
る
、
す
べ
て
の
土
地
と

大
小
の
河
川
は
シ
ナ
帝
園
の
領
土
と
し
、
山
の
反
酎
側
か
ら
北
に
康
が
る
、
す
べ
て
の
土
地
と
す
べ
て
の
河
は
ロ
シ
ア
帝
園
の
領
土
と
す

る
が
、
〈
【
出
河
と
、
境
界
と
し
て
指
示
さ
れ
た
山
脈
と
の
聞
に
あ
る
、
海
に
入
る
河
川
と
土
地
は
暫
く
定
め
な
い
ま
ま
に
し
て
お
く
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
南
帝
園
の
大
使
が
自
園
へ
蹄
還
し
た
後
、
入
念
に
検
討
し
、
正
確
に
調
査
し
て
、
大
使
ま
た
は
文
書
に
よ
っ
て
、
後
に
決

定
す
る
。

に
所
属
す
る
が
、

そ
の
南
側
に
あ
る
土
地
は
す
べ
て
シ
ナ

ま
た
上
記
の
河
の
南
側
の
宮
町
百
四

-r河
の
河
口
に

や
は
り
上
に
述
べ
た

ω曲
∞
巳

M
g
S伊
河
に
流
入
す
る
切
お

0
5
と
い
う
河
を
園
境
と
し
、

そ
の
北
側
に
あ
る
土
地
は
す
べ
て
ロ
シ
ア
帝
国
に
所
属
す
る
。



建
て
ら
れ
た
、
す
べ
て
の
建
物
は
北
岸
に
移
さ
れ
る
。

ま
た
は
石
の
山
の
頂
上
の
線
を
も
っ
て
境
界
と
す
る
が
、
こ
の
山
頂
の
線
の
東
端
の
部
分
と
、

要
す
る
に
サ
ガ
リ
エ
ン
H

ウ
ラ
即
ち
ア
ム
ー
ル
河
の
左
岸
で
は
、
こ
れ
に
注
ぐ
ケ
ル
ビ
チ
河
と
、
そ
の
水
源
か
ら
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
至
る
岩

ウ
デ
ィ
河
と
に
挟
ま
れ
た
地
域
は
、
重
定
を
後

日
に
延
期
す
る
。

ま
た
サ
ガ
リ
エ
ン
H

ウ
ラ
の
右
岸
で
は
、
こ
れ
に
注
ぐ
エ
ル
ゴ
ネ
河
を
境
界
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
何
も
問
題
が
な
い
よ

う
に
見
え
る
。

と
こ
ろ
が
G
n
カ

l
ア
ン
は
、

「
石
の
山
、

ス
ヴ
イ

ヤ
ト

イ

ノ
ス(4)

ウ
デ
ィ
河
は
、
嘗
時
は
ど
ち
ら
に
と
っ
て
も
甚
だ
漠
然
と
し
た
地
理

事
上
の
語
句
に
過
ぎ
ず
ド
レ
ナ
河
以
東
、
ア
ム
ー
ル
河
以
北
の
地
は
満
足
な
方
法
で
は
踏
査
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
し
て
や
地
固
に
も
載
せ
ら
れ

白
い

て
い
な
か
っ
た
」
と
書
き
、
清
露
圏
境
問
題
に
つ
い
て
先
騒
的
な
研
究
を
護
表
し
た
靖
国
忠
雄
も
、
「
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
篠
約
の
劃
界
は
地
域
に

よ
っ
て
精
粗
の
度
を
異
に
し
、
雨
園
の
交
渉
の
密
な
〔
西
方
園
境
〕
:
:
:
は
、
:
:
:
比
較
的
詳
細
な
地
理
的
知
識
を
基
礎
に
、
河
川
に
よ
る
線

的
園
境
に
よ
っ
て
近
代
的
分
轄
が
行
な
わ
れ
た
が
、
:
:
:
そ
の
交
渉
の
粗
な
る
東
方
園
境
に
於
て
は
車
な
る
観
念
的
な
分
水
嶺
を
以
て
:
:
:
分

割
を
行
な
い
、
保
約
上
は
、
東
方
、
海
に
至
る
外
輿
安
嶺
の
山
脈
を
園
境
と
し
て
い
る
が
、
賞
際
上
は
南
勢
力
圏
の
聞
の
山
岳
に
〔
帯
肢
の
〕

中
間
地
帯
を
設
定
し
て
、
そ
の
接
績
を
防
止
し
た
に
温
ぎ
な
か
っ
た
。
:
:
:
〔
こ
れ
は
〕
そ
の
方
面
:
:
:
の
地
理
的
知
識
が
漠
然
た
る
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
を
謹
擦
立
て
て
い
る
。
:
:
:
」
と
書
い
て
、
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い
ず
れ
も
ケ
ル
ピ
チ
河
(
ゲ
ル
ピ
チ
河
、
ゴ
ル
ピ
ツ
ア
河
と
も
い
う
〉
お
よ
び
エ
ル
ゴ
ネ

河
(
ア
ル
グ
ン
河
と
も
い
う
)
方
面
の
園
境
は
、
比
較
的
精
確
な
地
理
的
知
識
に
基
づ
い
て
重
定
さ
れ
た
が
、
東
部
方
面
の
園
境
は
、
お
互
い
に

漠
然
と
し
た
地
理
的
知
識
し
か
な
い
の
に
、
敢
え
て
霊
定
し
た
も
の
と
見
て
い
る
。

し
か
し
精
確
な
知
識
が
あ
っ
た
と
い
う
西
部
の
園
境
に
も
問
題
が
あ
る
と
い
う
。
例
え
ば
増
田
忠
雄
は
、
こ
の
方
面
の
園
境
の
取
?
あ
る
ケ

ル
ピ
チ
河
が
そ
も
そ
も
暖
味
で
、
嘗
初
は
現
在
の
ア
マ
ザ
l
ル
河
が
そ
の
ケ
ル
ピ
チ
河
で
あ
っ
た
が
、
十
八
世
紀
初
め
に
は
そ
れ
が
大
き
く
動

い
て
、
界
碑
も
現
在
の
ゴ
ル
ピ
ツ
ァ
河
に
移
さ
れ
た
と
考
え
る
。
ま
た
彼
は
、
東
部
に
至
つ
て
は
さ
ら
に
陵
昧
で
、
清
側
が
東
の
殿
ど
し
て
康
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照
二
十
九
年
に
界
碑
を
立
て
た
と
俸
え
ら
れ
る
威
伊
克
岡
林
は
特
定
の
山
で
は
な
く
て
、
外
興
安
嶺
の
東
方
に
延
長
し
た
部
分
を
漠
然
と
呼
ん
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R
J
'
 

だ
名
稀
に
過
ぎ
な
い
と
主
張
す
る
。

定
め
た
園
境
は
そ
の
よ
川
ノ
な
暖
味
な
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
お
り
、
既
に
「
郎
談
の
『
吉
林
九
河

固
』
と
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
俊
約
」
の
中
で
私
見
を
述
べ
て
お
い
た
が
、
こ
れ
は
「
吉
林
九
河
圃
」
の
紹
介
を
主
眼
と
し
て
い
た
た
め
意
を
査
す
こ

」
れ
に
封
し
て
筆
者
は
、

こ
の
時
、

と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
改
め
て
詳
し
く
所
見
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

そ
こ
で
先
ず
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
で
使
わ
れ
た
地
圃
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
記
録
に
よ
る
と
清
側
は
舎
議
に
「
大
人
の
一
人
が
持
っ
て
い
る

幼

時

一
枚
の
大
き
な
地
圃
」
を
持
っ
て
来
た
州
、
こ
れ
に
は
北
方
の
ノ
ス
山
な
ど
は
な
く
、
ア
ル
パ
ジ
ン
ま
で
し
か
描
か
れ
て
い
な
か
っ
向
。
こ
れ

d
H
U『hu 

に
劃
し
て
ロ
シ
ア
側
は
二
枚
の
地
闘
を
持
っ
て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
枚
は
ア
ム
ー
ル
河
を
中
心
と
す
る
地
圃
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
は

ω
 

彼
等
が
「
そ
れ
ら
の
領
域
の
一
枚
の
地
圃
」
を
見
せ
て
交
渉
し
た
と
い
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
南
者
の
交
渉
の
鰹
、
過
を
見
る
と
、
唯
一
回
の

例
外
を
除
く
と
、
地
圃
上
の
地
名
や
河
名
の
異
同
を
め
ぐ
っ
て
は
手
い
が
な
か
っ
た
か
ら
、
お
互
い
の
地
圃
の
内
容
に
食
い
違
い
は
な
か
っ
た
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も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
例
外
と
い
う
の
は
、
清
側
が
自
分
の
地
固
に
な
い
ノ
ス
山
を
園
境
と
し
て
突
如
提
案
し
た
際
の
こ
と
で
、
こ
れ
は
ロ

シ
ア
側
の
抗
議
で
清
側
も
つ
い
に
こ
の
案
を
撤
回
し
て
い
る
。

こ
れ
を
見
る
と
、

ネ
ル
チ
ン
ス
ク
候
約
で
定
め
た
圏
第
の
諸
問
題
を
解
く
鍵
は
、
報
告
書
等
の
記
録
以
外
で
は
、
こ
の
と
き
使
わ
れ
た
地
圃

を
措
い
て
は
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
今
ま
で
等
閑
に
付
さ
れ
て
来
た
。
も
っ
と
も
十
八
世
紀
の
ロ
シ
ア
の
歴
史
家
r
H
φ
H
ミ
ル
レ
ル

批
地
園
の
問
題
に
燭
れ
、
清
側
に
同
行
し
て
来
た
ベ
レ
イ
ラ
等
が
、
デ
ユ

H
ア
ル
ド
の
「
シ
ナ
帝
園
誌
」
所
載
の
地
園
を
使
っ
た
と
見
て
い
る

が
、
こ
の
地
圃
は
一
七
一

O
年
の
寅
測
だ
か
ら
、
一
六
八
九
年
の
交
渉
に
使
え
る
は
ず
が
な
い
。
ま
た
最
近
出
た
「
十
七
世
紀
の
露
中
開
係
」

で
は
、
ネ
ル
チ
ン
M
r
ク
禽
議
後
に
イ
エ
ズ
ス
曾
士
等
が
ゴ
ロ
ヴ
ィ

l
ン
大
使
に
贈
っ
た
「
中
園
と
そ
の
郷
接
園
の
地
圃
」
が
曾
議
に
使
わ
れ
た

と
解
説
し
て
い
る
州
、
こ
れ
は

M
M
マ
ル
チ
ニ
作
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
、
そ
れ
で
あ
れ
ば
こ
の
園
境
重
定
交
渉
な
ど
に
使
え
る
よ
う
な
地
固
で



は
な
い
。
そ
こ
で
次
に
嘗
時
の
地
園
を
一
瞥
し
て
、
品
定
め
を
し
て
み
よ
う
。

イ
エ
ズ
ス
舎
土
A
H
ト
マ
ス
師
が
二
ハ
九

O
年
に
北
京
か
ら
ロ

l
マ
に
迭
っ
た
原
本
に
よ
っ
て
作
っ
た
も
の
な
ど
、
現
在

A
吋
守

h
u
v
 

ロ
ー
マ
に
二
種
類
あ
り
、
そ
の
良
い
寓
員
が
セ
ベ
ス
師
の
著
作
の
巻
末
に
附
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
枚
に
は
、
ト
マ
ス
師
が
理
解
し

た
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
篠
約
の
園
境
重
定
が
描
か
れ
、
先
ず
ア
ル
グ
ン
河
と
ケ
ル
ピ
チ
河
が
南
と
北
か
ら
大
鐙
一
直
線
に
な
っ
て
十
字
扶
に
サ
ガ
リ

一
、
ト
マ
ス
園
。

エ
ン
H

ウ
ラ
に
注
い
で
お
り
、
こ
の
二
つ
の
河
が
「
シ
ナ
帝
園
の
境
界
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
次
に
こ
の
ケ
ル
ビ
チ
河
の
水
源
を
頂
貼
と
し

て
V
字
献
山
服
が
描
か
れ
、
そ
の
東
西
に
走
る
南
港
の
山
服
を
「
タ
ル
タ
ロ
H

シ
ナ
帝
園
の
境
界
の
連
峯
」
と
、
ま
た
東
北
に
向
か
う
北
港
の

山
脈
を
「
モ
ス
ク
ワ
帝
園
境
界
」
と
説
明
し
、
こ
の
南
山
眠
に
挟
ま
れ
た
地
域
は
、
「
モ
ス
ク
ワ
人
と
の
講
和
俊
約
で
未
決
定
の
ま
ま
で
あ
る
」

と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
地
圃
は
、
量
定
さ
れ
た
園
境
だ
け
は
教
え
て
く
れ
る
け
れ
ど
も
そ
れ
以
外
は
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
園
境

董
定
交
渉
に
は
役
立
た
な
い
(
第
三
園
、
第
二
園
H
V
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二
、
羅
振
玉
蓄
蔵
園
。
涌
文
、
絹
本
影
織
の
東
ア
ジ
ア
園
。
作
者
、
所
在
と
も
に
不
明
。
稲
葉
岩
士
口
、
船
越
昭
生
、

w
・
ブ
ッ
ク
ス
が
既
に

A
切，hu、

一
六
九

O
年
こ
ろ
の
作
と
推
定
す
る
。
こ
の
地
園
の
記
載
内
容
も
極
め
て
簡
略
で
、
園
境

紹
介
し
て
い
る
が
、
記
載
内
容
か
ら
見
て
筆
者
は
、

萱
定
交
渉
な
ど
に
は
と
て
も
使
え
る
も
の
で
は
な
い
(
第
二
園
G
Y

三
、
イ
エ
ズ
ス
曾
土
質
測
地
園
。
康
照
帝
は
イ
エ
ズ
ス
曾
土
に
命
じ
て
一
七

O
八
|
一
七
一
ム
ハ
年
に
中
圏
全
土
を
貫
測
さ
せ
、
そ
の
地
圃
が

一
七
一
七
年
に
完
成
し
た
の
で
、
こ
れ
を
「
皇
輿
全
賢
園
」
と
名
付
け
た
が
、
こ
の
地
圃
は
デ
ユ
H

ア
ル
ド
の
「
シ
ナ
帝
園
誌
」
第
四
巻
(
以

下
「
デ
ユ
"
ア
ル
ド
地
園
」
)
と
「
満
漠
合
壁
清
内
府
一
統
輿
地
秘
圃
」
ハ
以
下
「
秘
園
L
U

に
よ
っ
て
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る
。

A
ハリ

一
七
六
一
年
に
完
成
し
た
の
が
「
乾
隆
十
三
排
地
固
」
で
あ
刻
。

な
お
乾
隆
帝
が

補
訂
を
命
じ
、

以
上
は
い
ず
れ
も
園
境
重
定
安
渉
に
使
わ
れ
る
は
ず
は
な

い
が
、
書
一
定
さ
れ
た
園
境
に
つ
い
て
は
記
載
し
て
い
る
(
第
二
園
I
、
J
、

K
、
L
)
。

四
、
ベ
イ
ト
ン
の
ア
ム
ー
ル
河
・
エ
ニ
セ
イ
河
聞
の
地
域
の
地
圃
(
以
下
「
ベ
イ
ト
ン
圏
」
)
。
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し
た
名
絡
で
、
地
園
の
製
作
年
代
に
つ
い
て
は
一
六
八
七
年
、

作
者
の

A
H
ベ
イ
ト
ン
は
ア
ル
パ
ジ
ン
を
死
守

品
内

v
h
H
P
 

一
六
八
九
九
一
年
の
諸
説
が
あ
る
。
ア
ム
ー
ル
河
は
よ
く
出

二
八
九
O
年、
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来
て
い
る
が
、
北
の
山
脈
と
東
の
海
港
、が
な
い
か
ら
、
こ
れ
だ
け
で
は
園
境
重
定
交
渉
に
は
不
十
分
で
あ
る
(
第
一
園
D
Y

一
六
九
六
年
の

C
H
レ
ミ
ョ
ー
ゾ
フ
の
地
園
帳
に
よ
る
ア
ム
ー
ル
固
(
以
下
ご
六
九
六
年
ア
ム
ー
ル
闘
」
)
。

A
w
d
7
 

A
H
-

で
は
こ
れ
を
十
八
世
紀
初
め
の
作
と
し
て
い
る
。
こ
の
地
園
も
ア
ム
ー
ル
河
だ
け
な
の
で
、
こ
れ
だ
け
で
は
園
境
重
定
交
渉
に
は
不
十
分
で
あ

五

「
十
七
世
紀
の
露
中
関
係
」

る

(第

一園
E
)
。

現
地
住
民
の
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
候
約
遵
守
朕
況
に
闘
す
る
一
六
九
九
年
の
シ
ベ
リ

ア
臆
報
告
書
の
添
附
地
園
を
ベ
テ
リ
ン
司
丘
町
ピ
ロ
が
寓
し
た
も
の
で
、
モ
ス
ク
ワ
と
パ
リ
に
現
存
す
る
。
パ
グ

ロ
フ
は
こ
の
地
園
の
原
園
は
十

帥

七
世
紀
中
葉
の
作
と
見
て
い
る
。
筆
者
は
一
九
七
九
年
秋
に
モ
ス

ク
ワ

で
K
n
E
H
チ
ェ

ν
フ
コ
氏
か
ら
こ
の
地
固
に
つ
い
て
教
示
を
受
け
、

そ
の
後
も
誼
み
に
く
い
ロ
シ
ア
文
字
を
剣
讃
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
結
果
こ
の
地
圃
こ
そ
ロ
シ
ア
側
が
禽
議
に
使
っ
た
地
園
と
密
接
な
関
係
が

あ
る
と
確
信
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
理
由
の
第
一
は
、
園
境
重
定
の
全
域
が
記
載
さ
れ
、
交
渉
に
関
聯
し
た
地
名
、
河
名
が
網
羅
さ
れ
て
い
る

ふ

wv

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
第
二
は
、
特
に
ゴ
ロ
ヴ
ィ

l
ン
報
告
書
に
見
ら
れ
る
オ
デ
コ
ン
。
津
田
S
Z
河
と
シ
ャ
ヴ
リ

E
g
b
s
河
の
名
が
そ
の
ま

一
六
九
九
年
の
ア
ム
ー
ル
園
(
以
下

「ベ

テ
リ
ン
園
」
〉
。
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ま
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
地
園
だ
け
で
、
他
の
地
圃
に
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。

ち
な
み
に
オ
デ
コ
ン
河
は
ア
ル
バ
ジ
ン
西
方
に
あ
る
現
在

の
オ
リ
ド
イ
河
で
、
他
の
地
園
で
は
こ
れ
を
オ
ル
ド
コ
ン
、

ア
ル

J

ア
コ
ン
、

ウ
ル
ト
コ
ン
と
し
て
お
り
、

シ
ャ
ヴ
リ
河
は
ウ
デ
ィ
河
の
支
流
の

現
在
の
シ
ェ
ヴ
リ
河
で
、
こ
れ
は
他
の
ど
の
地
園
に
も
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
第
三
は
、
衣
に
述
べ
る
清
側
の
「
吉
林
九
河
園
」
の
内
容
と
一
致

す
る
こ
と
で
あ
る
〈
第
四
圏
、
第
一
園

cv

七
、
郎
談
作
「
士
ロ
林
九
河
圃
L

。

w
u
ブ
ッ
ク
ス
が
北
京
に
は
該
嘗
地
圃
が
な
い
と
報
告
し
て
い
る
の
羽

一
九
八

O
年

蓋
北
に
行
っ
て
、

正
月
、
園
立
中
央
国
書
館
所
蔵
の
、
満
文
、
紙
本
彩
絵
の
こ
の
地
園
を
見
附
け
、
こ
れ
に
つ
い
て
所
見
を
瑳
表
し
た
こ
と
は
前
述
し
た
。

ち
な

み
に
作
者
の
郎
談
は
、
一
六
八
二
年
の
劃
露
作
戦
開
始
か
ら
、
保
約
締
結
と
そ
の
事
後
慮
理
に
至
る
ま
で
、
終
始
露
清
交
渉
に
関
わ
っ
た
人
物

で
あ
加
。
こ
の
地
聞
に
は
二
ハ
九

O
年
前
牢
に
ア
ル
グ
ン
河
左
岸
に
移
聴
し
た
メ
イ
レ
ル
ケ
村
が
左
岸
に
見
ら
れ
る
が
、
二
ハ
九
一
年
城
池
監

帥

造
の
費
斉
仏
市
爾
城
は
な
い
か
ら
、
こ
れ
は
一
六
九

O
年
後
半
の
扶
況
を
描
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
ア
ル
バ
ジ
ン
近
傍
だ
け
で
な
く
レ
ナ



河
水
系
を
描
い
て
い
る
の
で
、
こ
の
地
圃
は
曾
議
に
持
参
し
た
地
聞
を
二
ハ
九

O
年
に
補
訂
し
た
も
の
と
推
定
す
る
。
な
お
こ
の
地
圃
の
右
下

隅
に
は
「
五
十
年
十
二
月
十
三
日
」
と
日
附
を
書
入
れ
て
い
る
が
、
作
者
の
郎
談
は
康
照
三
十
四
年
〈
一
六
九
五
〉
に
病
湿
し
て
い
る
か
ら
、

こ
れ
は
製
作
後
に
記
入
さ
れ
た
も
の
で
、
例
え
ば
内
府
牧
蔵
、
韓
潟
な
ど
の
日
附
で
あ
ろ
う
。
こ
の
地
固
と
ベ
テ
リ
ン
園
の
内
容
が
符
合
す
る

こ
と
は
前
述
し
た
逼
り
で
あ
る
(
第
五
鋼
、
第
一
圃
B
Y

八
、
康
照
四
十
九
年
黒
龍
江
流
域
園
。
満
文
、
紙
本
彩
絵
で
、
華
北
の
園
立
中
央
圃
書
館
所
識
。
こ
れ
は
多
分
乾
隆
元
年
版
盛
京
遁
志
の
黒

龍
江
将
軍
所
属
形
勢
園
の
原
圃
で
、
「
吉
林
九
河
圃
」
の
系
統
に
麗
し
、
イ
エ
ズ
ス
曾
士
貧
測
薗
の
系
統
で
は
な
い
。
な
お
こ
れ
に
は
界
碑
が

描
か
れ
て
い
る
〈
第
一
圃
F
V

以
上
で
見
た
通
り
、
曾
議
の
使
用
地
圃
は
「
ベ
テ
リ
ン
園
」
お
よ
び
「
吉
林
九
河
園
」
と
近
い
開
係
に
あ
る
地
圃
と
思
わ
れ
る
の
で
、
次
に

篠
約
で
定
め
た
園
境
と
南
地
園
の
記
載
の
関
係
を
考
え
て
み
よ
う
。
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係
約
は
、
西
部
で
は
ケ
ル
ピ
チ
河
と
エ
ル
ゴ
ネ
河
を
園
境
と
定
め
た
が
、

後
者
は
特
に
問
題
が
な
く

現
在
も
中
ソ
の
園
境
と
な
っ
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
前
者
は
そ
う
は
行
か
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
ア
ム
ー
ル
河
に
注
ぐ
、
現
在
の
ア
マ
ザ
l
ル
河
も
ゴ
ル
ピ
ツ
ア
(
ケ
ル
ピ
チ
)

河
と
呼
ん
だ
の
で
、

シ
ル
カ
河
に
注
ぐ
現
在
の
ゴ
ル
ピ
ツ
ア
(
ケ
ル
ピ
チ
)
河
と
合
わ
せ
て
同
名
の
河
が
二
つ
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
で

ラ
テ
ン
文
俊
約
で
は
「
サ
ガ
リ
エ
ン
H

ウ
ラ
河
に
流
入
す
る
、

文
で
は
「
サ
ハ
リ
ヤ
ン
H

ウ
ラ
に
北
か
ら
入
っ
て
来
た
チ
ョ
ル
ナ
と
い
う
ウ
ル
マ
河
の
近
く
に
あ
る
ゲ
ル
ピ
チ
河
」
、
露
文
で
は
「
チ
司

1
ル

ナ
ヤ
河
に
近
く
、
左
側
か
ら
シ
ル
カ
河
に
流
入
す
る
ゴ
ル
ピ
ツ
ァ
河
」
と
書
い
て
、
園
境
の
ゴ
ル
ピ
ツ
ァ
河
を
別
の
ゴ
ル
ピ
ツ
ァ
河
と
匿
別
し

伺
た
が
、
現
地
で
園
境
設
定
仏
伺
自
民
自
丹
市
ま
で
は
し
な
か
っ
た
の
で
、
問
題
を
後
に
残
し
て
し
ま
っ
た
。

タ
ル
タ
ル
語
で
ウ
ル
ム
と
呼
ぶ
チ
ョ
ル
ナ

〔河〕

満

に
近
い
ケ
ル
ピ
チ
河
」
、

し
か
し
記
録
の
上
か
ら
見
る
限
り
、

圏
境
は
シ
ル
カ
河
に
注
ぐ
、
上
流
ゴ
ル
ピ
ツ
ァ
河
で
あ
る
。

71 

先
ず
ゴ
ロ
ヴ
ィ

I
ン
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
曾
議
の
第
四
日
に
清
側
は
チ
ョ

1
ル
ナ
ヤ
河
を
園
境
と
し
て
提
案
し
た
が
ロ
シ
ア
側
の
反
射
に
あ

い
、
第
五
日
に
は
一
歩
退
い
て
ゴ
ル
ピ
ツ
ァ
河
を
提
案
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
河
は
チ
ョ
I
ル
ナ
ヤ
河
よ
り
も
下
流
で
ア
ム
ー
ル
河
か
シ
ル
カ
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河
に
注
ぐ
河
の
は
ず
で
あ
る
。

次
に
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
お
よ
び
ア
ル
パ

ジ
ン
か
ら
の
距
離
を
見
る
と
、

チ
ョ
l
ル
ナ
ヤ
河
は
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
か
ら
七
日
行
程
で
、
こ
の
河
か
ら

ア
ル
バ
ジ
仲
ま
で
は
そ
れ
以
上
か
か
っ
た
と
い
う
し
、
こ
の
河
に
近
い
ゴ
ル
ビ
ツ
ア
河
は
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
と
ア
ル
バ
ジ
ン
の
ほ
ぼ
員
中
だ
っ
た

と
い
う
か
ら
、
こ
の
二
つ
の
河
は
員
中
よ
り
も
、
い
く
ら
か
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
寄
り
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
は
ゴ
ル
ビ
ツ
ァ
河
は
ネ
ル
チ
ン
ス

帥

ク
か
ら
三

O
な
い
し
四

O
リ
ウ
三
二

O

二
ハO
粁
)
の
距
離
で
あ
っ
た
と
も
い
う
か
ら
で
あ
る
。

寅
際
に
現
在
の
地
聞
で
直
線
距
離
を
測
っ

て
み
る
と
、
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
・
ア
ル
バ
ジ
ン
開
が
約
五
五

O
粁
、
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
・
ゴ
ル
ビ
ツ
ァ
河
聞
が
約
二
一

O
粁
、
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
・
ア

マ
ザ

1
ル
河
聞
が
約
四
一

O
粁
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
を
見
る
と
、
上
流
の
ゴ
ル
ピ
ツ
ァ
河
の
方
、
が
員
中
よ
り
も
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
寄
り
と
い
う

篠
件
に
合
っ
て
い
る
。
夫
に
チ
ョ
l
ル
ナ
ヤ
河
の
方
が
上
流
、
ゴ
ル
ピ
ツ
ァ
河
の
方
が
下
流
で
現
在
の
シ
ル
カ
河
を
含
む
ア
ム
ー
ル
河
に
注
ぐ

と
い
う
閥
係
位
置
も
、

「
吉
林
九
河
圃
」
、

「
ベ
イ
ト
ン
園
」
お
よ
び
現
在
の
地
固
で
は
そ
の
通
り
で
、
こ
の
黙
で
も
上
流
の

「
ベ
テ
リ
ン
圃
」
、
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ゴ
ル
ビ
ツ
ア
河
は
篠
件
に
合
っ
て
お
り
、
特
に
篠
約
違
守
朕
況
報
告
と
い
う
ロ
シ
ア
の
公
的
文
書
の
添
附
地
園
で
あ
る
「
ベ
テ
リ

γ
園
」
が
、

上
酬
の
ゴ
ル
ビ
ツ
ア
河
は
「
ゴ
ロ
ヴ
ィ
l
ン
の
佐
川
に
よ
っ
て
キ
タ
イ
人
と
の
園
境
と
な
っ
た
」
と
註
記
し
て
い
る
こ
と
は
決
定
的
な
意
味
を

持
ち
、

」
れ
が
園
境
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
う
絵
地
が
な
い
。

と
こ
ろ
が
そ
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
て
ア
マ
ザ
l
ル
河
園
境
読
の
有
力
な
根
擦
に
な
っ
た
の
が
コ
ア
ユ
川
ア
ル
ド
地
園
」
で
あ
る
。
問
題
の

清
露
の
園
境
の
地
圃
は
、

そ
の
総
園
(
第
二
闘
I
)
と
部
分
園
の
第
九
園
(
第
二
圃
J
)
に
あ
り
、

と
も
に
上
流
の
ゴ

ル
ビ
ツ
ァ
河
の
名
稿
を
ア

ム
バ
H

ケ
ル
ベ
チ
河
と
し
、
そ
の
上
流
に
も
下
流
に
も
チ
ョ
l
ル
ナ
ヤ
河
は
な
い
。
こ
の
ア
ム
バ
H

ケ
ル
ベ
チ
河
の
河
口
左
岸
に
、
第
九
固
に

は
界
碑
が
あ
る
が
、
総
聞
に
は
な
い
。
こ
れ
に
劃
し
て
下
流
の
ゴ
ル
ピ
ツ
ァ
河
を
第
九
固
は
ア
ジ
ゲ
〉
巴
m見
H

ケ
ル
ベ
チ
河
と
し
、
穂
園
は

エ
ゲ
〉
広
見
"
ケ
ル
ベ
チ
河
と
し
て
い
る
が
、

エ
ゲ
は
ア
ジ
ゲ
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
満
洲
語
で
ア
ム
バ
は
大
、

ア
ジ
ゲ
は
小
で
、
上
流

の
を
大
ケ
ル
ベ
チ
河
、
下
流
の
を
小
ケ
ル
ベ
チ
河
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
上
で
こ
の
小
ケ
ル
ベ
チ
河
の
方
に
線
圃
も
、
第
九
圃
も
、

こ
れ
を
タ
ル
タ
ル
H

シ
ナ
と
モ
ス
ク
ワ
の
園
境
と
明
記
し
て
い
る
の
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
秘
園
」
や
「
乾
隆
十
三
排
地
圃
」
は
、



上
流
の
ア
ム
バ
H

ゲ
ル
ピ
チ
H

ピ
ラ
の
河
畔
に
界
碑
を
描
い
て
い
る
だ
け
で
、
下
流
の
ゲ
ル
ピ
チ
H

ピ
ラ
(
と
れ
に
は
ア
ジ
ゲ
は
冠
し
て
い
な
い
〉

を
清
露
の
国
境
な
ど
と
は
書
い
て
い
な
い
。

コ
ア
占
H

ア
ル
ド
地
園
」
、

「
秘
圃
」
、

「
乾
隆
十
三

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
「
吉
林
九
河
園
」
、
「
康
照
四
十
九
年
黒
龍
江
流
域
園
」
等
が
、

排
地
圃
」
等
と
は
反
射
に
、
下
流
の
ア
マ
ザ
l
ル
河
の
方
を
ア
ム
バ
H

ゲ
ル
ピ
チ
河
、
上
流
の
方
を
ゲ
ル
ピ
チ
河
と
し
、
そ
の
方
が
貫
態
に
合

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
ア
マ
ザ
l
ル
河
の
方
が
上
流
の
ゴ
ル
ビ
ツ
ァ
河
よ
り
も
温
か
に
長
大
で
、

ア
ム
バ
の
方
が
相
躍
し
い
の
に
、

こ
れ
を
ア
ジ
ゲ
と
い
う
の
は
如
何
に
も
不
自
然
で
あ
る
。

ま
た
「
デ
ユ
H

ア
ル
ド
地
問
」
が
ア
マ
ザ
l
ル
河
を
園
境
と
す
る
た
め
に
、
無
理
に

郊
に
チ
ョ

l
ル
ナ
ヤ
河
を
作
っ
た
の
も
お
か
し
い
。

こ
れ
は
篠
約
に
よ
れ
ば
、
園
境
で
あ
る
ケ
ル
ビ
チ
河
の
近
く
に
「
ウ
ル
ム
と
呼
ぶ
チ
ョ
ル

ナ
河
」
が
あ
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
コ
ア
ユ
H

ア
ル
ド
地
園
」
を
見
る
と
、
第
九
闘
で
は
ア
ジ
ゲ
H

ケ
ル
ベ
チ
河
の
下
流
に
郊
接
し

て
い
る
の
が
オ
ル
河
と
な
っ
て
い
る
が
、
線
園
で
は
こ
れ
を
「
ウ
ル
オ
ン

O
E
Oロ
Oロ
或
い
は
チ
ョ
ル
ナ
河
」
と
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。

倒

れ
は
そ
の
ま
ま
ジ
ェ
ル
ピ
ヨ
ン
の
併
詳
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
傑
約
に
あ
り
、
ウ
ル
オ
ン
は
ラ
テ
ン
文
依
約
の
ウ
ル
ム
に
嘗
る
か
ら
、
オ
ル
河
を
チ
ョ V ，_ 
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ー
ル
ナ
ヤ
河
に
し
、
そ
の
郊
の
ア
マ
ザ
l
ル
河
を
も
っ
て
篠
約
で
定
め
た
園
境
に
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ア
マ
ザ

1
ル
河
を
ア
ジ
ゲ
H

ケ
ル
ベ
チ
河
に
し
た
の
は
、

イ
エ
ズ
ス
曾
士
等
が
、
圏
境
は
ア
ジ
ゲ
H

ケ
ル
ベ
チ
河
で
あ
る
と
聞
い
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

オ
ル
河
は
ま
た
ウ
ル
カ
河
と
言
わ
れ
、
こ
れ
は
ウ
ル
ム
河

ミ
ル
レ
ル
も
ア
マ
ザ
l
ル
河
園
境
読
を
支
持
し
て
お
り
、
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、

チ
ョ

l
ル
ナ
ヤ
河
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
あ
る
。

で
あ
り
、

し
か
し
ゴ
ロ
ヴ
ィ

l
ン
報
告
書
に
よ
る
と
、
八
月
二
十
六
日
に
彼
が
ア
ル
グ
ン
河

よ
り
も
下
流
で
ア
ム
ー
ル
河
に
注
ぐ
ウ
ル
カ
河
を
園
境
に
し
た
い
と
提
案
す
る
と
、
清
側
で
は
、
訓
令
に
は
チ
ョ

l
ル
ナ
ヤ
河
を
園
境
と
性
ょ

ム
H
V

さ
ら
に
ウ
ル
カ
河
ま
で
譲
る
よ
う
な
こ
と
と
は
出
来
な
い
と
言
っ
た
と
い
う
か
ら
、

と
あ
っ
た
が
敢
え
て
ゴ
ル
ビ
ツ
ァ
河
ま
で
譲
っ
た
の
に
、

ウ
ル
カ
河
と
チ
ョ

l
ル
ナ
ヤ
河
は
全
く
別
の
河
で
あ
る
。
従
っ
て
コ
ア
ュ

u
ア
ル
ド
地
園
」
の
総
園
が
、

オ
ル
河
ま
た
は
ウ
ル
カ
河
を
チ
ョ

l

ル
ナ
ヤ
河
と
し
て
い
る
の
も
誤
り
で
あ
る
。
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ミ
ル
レ
ル
の
事
げ
る
第
二
の
理
由
は
、
ラ
テ
ン
文
傑
約
に
は
、
園
境
の
ケ
ル
ピ
チ
河
は
シ
ル
カ
河
で
は
な
く
て
サ
ガ
リ
エ
ン
H

ウ
ラ
に
注
ぐ
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A
4，
 

ふ
HUV

と
あ
る
こ
と
で
、
そ
れ
で
ア
マ
ザ
l
ル
河
を
園
境
と
見
る
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
「
吉
林
九
河
圃
」
や
「
ベ
テ
リ
ン
圃
」
だ
け
で
な
く
コ
ア
与

H

ア
ル
ド
地
圃
」
で
さ
え
も
、
現
在
の
シ
ル
カ
河
の
部
分
を
サ
ガ
リ
エ
ン

u
ウ
ラ
、

ア
ム
ー
ル
河
な
ど
と
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
理
由
は

成
り
立
つ
ま
い
。

増
田
忠
雄
も
ミ
ル
レ
ル
同
様
、
ア
マ
ザ

1
ル
河
園
境
を
採
る
が
、
そ
の
根
擦
は
す
べ
て
誤
っ
て
い
る
。
即
ち
ラ
テ
ン
文
篠
約
に
、
境
界
の
ケ

ル
ピ
チ
河
の
上
方
に
て
サ
ガ
リ
エ
ン
H

ウ
ラ
に
注
ぐ
エ
ル
ゴ
ネ
河
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
ケ
ル
ビ
チ
河
は
ア
マ
ザ

1
ル
河
で
あ
る
と
い
う
が
、
こ

れ
は
「
上
に
述
べ
た
サ
ガ
リ
エ
ン

u
ウ
ラ
に
注
ぐ
エ
ル
ゴ
ネ
河
」
の
諜
罪
で
あ
る
。
衣
に
ア
マ
ザ
l
ル
河
園
境
読
の
弱
貼
は
、
露
文
篠
約
に
ゴ

ル
ピ
ツ
ァ
河
は
シ
ル
カ
河
に
注
ぐ
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
増
田
忠
雄
は
、

ア
ル
グ
ン
河
合
流
後
の
ア
ム
ー
ル
河
を
シ
ル
カ
河
と
も
呼
ん

か
か
る
用
例
は
な
い
。
ま
た
ア
マ
ザ

I
ル
河
が
園
境
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
近
く
に
チ
ョ

I
ル
ナ
ヤ

河
が
あ
る
は
ず
な
の
に
、
現
在
の
地
固
に
は
そ
れ
が
な
く
、
ゴ
ル
ピ
ツ
ァ
河
よ
り
上
流
に
チ
ョ

l
ル
ナ
ヤ
河
が
あ
る
の
は
、
界
碑
を
ゴ
ル
ピ
ツ

だ
と
い
う
が
、
嘗
時
の
ど
の
地
固
に
も
、
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し
か
し
「
吉
林
九
河
圃
」
、
「
ベ
テ
リ
ン
園
」

帥

な
ど
十
七
世
紀
末
の
地
固
に
こ
の
河
が
既
に
チ
ョ

l
ル
ナ
ヤ
河
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
設
も
誤
っ
て
い
る
。

ア
河
に
立
て
た
十
八
世
紀
初
頭
以
後
、
保
約
に
合
う
よ
う
、
新
た
に
命
名
し
た
も
の
だ
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
も
う
一
つ
ア
マ
ザ
l
ル
河
園
境
設
を
支
え
て
い
る
話
が
あ
る
。
そ
れ
は
十
八
世
紀
嘗
時
、
現
地
の
住
民
が
、
僚
約
締
結
後
し
ば
ら

く
は
大
ゴ
ル
ピ
ツ
ァ
河
が
園
境
で
あ
っ
た
が
、
満
洲
人
が
別
に
小
ゴ
ル
ピ
ツ
ァ
河
が
あ
る
と
知
っ
て
、
勝
手
に
界
碑
を
こ
れ
に
移
し
た
と
語
っ

た
と
い
う
ミ
ル
レ
ル
の
記
録
で
あ
る
。
注
意
を
要
す
る
の
は
、
こ
の
大
ゴ
ル
ピ
ツ
ア
河
は
ア
マ
ザ

l
ル
河
で
、
小
の
方
、
が
上
流
ゴ
ル
ピ
ツ
ァ
河

A
m
N，
 

h
u
v
 

コ
ア
ユ
"
ア
ル
ド
地
圃
」
と
は
大
小
が
反
射
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
話
は
ラ
ヴ
ェ
ン
ス
タ
イ
ン
も
書
い
て
お
り
、
清
に

だ
か
ら
、

所
属
す
る
ツ
ン
グ

l
ス
人
が
上
流
ゴ
ル
ピ
ツ
ァ
河
附
近
に
移
動
し
た
と
こ
ろ
、
清
嘗
局
が
こ
れ
を
越
境
逃
亡
扱
い
に
し
た
。
そ
れ
で
彼
は
上
流

た

清
嘗
局
も
ア
マ
ザ

l
ル
河
か
ら
そ
こ
に
界
碑
を
移
し

帥

こ
れ
は
プ

l
シ
ュ
キ

γ
の
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
長
官
在
任
嘗
時
(
一
七
O
一一一|一七
O
九
年
〉
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
話
で
あ
る
。

ゴ
ル
ピ
ツ
ア
河
こ
そ
正
し
い
園
境
で
あ
る
と
主
張
し
て
慮
罰
を
菟
れ
た
。

そ
の
結
果
、

こ
う
苦
ど
裏
付

T
る
主
う

K
費
削
門
主
今
の
と
こ
ろ
見
滑
か
っ
て
い
な
い
。

は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、

「
康
照
四
十
九
年
(
一
七
一

O
)
黒
龍



江
流
域
圃
」
と
一
七
一

O
年
寅
測
の
「
デ
ュ

n
ア
ル
ド
地
圃
」
の
上
流
ゴ
ル
ピ
ツ
ア
河
左
岸
に
界
碑
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
、
い
っ
こ
れ
が

立
て
ら
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
界
碑
建
立
に
つ
い
て
は
、
ロ
シ
ア
側
作
成
の
ラ
テ
ン
文
篠
約
の
末
尾
に
「
も
し
ブ
グ
ド
ィ
ハ
ン

陛
下
が
自
ら
園
境
附
近
に
記
念
の
た
め
に
何
ら
か
の
標
識
を
立
て
、
且
つ
そ
れ
ら
の
僚
項
を
記
す
こ
と
を
欲
す
る
な
ら
ば
、
我
等
は
こ
れ
を
叡

倒

慮
に
任
せ
る
」
と
あ
る
の
に
基
づ
き
、
篠
約
締
結
直
後
の
康
照
二
十
八
年
十
二
月
十
四
日
(
ユ
リ
ウ
ス
磨
二
ハ
九
O
年
一
月
十
三
日
)
に
「
ま
さ
に

議
定
せ
る
格
爾
必
斉
河
の
諸
地
に
碑
を
立
て
て
以
て
永
久
に
垂
れ
、
満
漢
字
及
び
都
羅
斯
、
刑
第
納
、
蒙
古
字
を
上
に
勤
す
ベ
し
」
と
い
う
上

4μ
リ

&
N
V
 

奏
に
従
い
、
康
照
帝
が
「
官
を
遣
わ
し
て
碑
を
界
に
立
」
て
る
よ
う
に
命
じ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
康
照
二
十
九
年
三
月
初
五
日
に
工
部
か

ら
黒
龍
江
将
軍
に
致
し
た
洛
文
に
よ
れ
ば
、
こ
の
命
を
受
け
て
翰
林
院
は
、
額
爾
古
納
河
口
と
格
爾
必
斉
河
口
に
立
て
る
界
碑
の
碑
文
を
工
部

に
迭
っ
て
来
た
。
こ
れ
は
碑
陽
に
浦
、
蒙
、
漢
文
を
、
碑
陰
に
俄
、
控
丁
文
を
勤
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
工
部
で
は
、
こ
の
碑
を
作
る
に

は
碑
額
用
に
は
高
さ
八
尺
、
幅
三
尺
一
寸
、
厚
さ
八
寸
の
石
材
を
二
個
、
梓
子
用
に
は
高
さ
二
尺
二
寸
、
幅
三
尺
六
寸
、
厚
さ
一
尺
三
寸
の
石

- 75-

材
二
個
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
北
京
で
作
れ
ば
路
途
造
建
で
運
轍
が
困
難
で
あ
る
と
し
て
、
盛
京
、
寧
古
塔
、
黒
龍
江
の
各
将
軍
に
洛
文

を
致
し
て
、
こ
の
寸
法
に
合
う
碑
石
が
何
慮
に
あ
る
か
査
伐
さ
せ
、
ま
た
額
爾
古
納
、
格
爾
必
斉
に
新
定
の
遁
界
を
査
看
す
る
た
め
に
涯
遣
す

る
官
員
に
も
托
し
て
、
額
爾
古
納
、
格
爾
必
斉
或
い
は
此
の
二
箇
所
の
附
近
の
山
上
に
こ
の
寸
法
に
合
う
石
材
の
有
無
を
査
技
さ
せ
、
返
回
し

伺

た
時
に
別
に
議
し
て
奏
す
る
こ
と
に
し
た
。

uw

〆
ナ

郎
談
俸
に
よ
れ
ば
、
彼
は
康
照
二
十
九
年
三
月
、
旨
を
奉
じ
て
厄
里
古
納
河
口
に
赴
き
、
五
月
二
十
一
日
、
同
地
に
至
り
、
碑
を
河
口
の
石

A
Wザ

ぇ

h
p

壁
上
に
立
て
、
清
、
漢
、
都
羅
斯
、
蒙
古
、
里
的
諾
の
五
様
の
字
を
錆
り
、
撃
っ
て
、
蓮
っ
た
と
言
い
、
皇
朝
遁
志
に
も
「
康
照
二
十
九
年
、
園

A
四

w
h
凶
い

書
、
行
書
、
俄
羅
斯
、
蒙
古
、
控
題
諾
五
種
、
額
里
古
納
河
の
摩
崖
」
と
あ
る
が
、
右
の
工
部
の
洛
文
か
ら
推
す
と
、
郎
談
の
任
務
は
新
定
の

遜
界
の
査
看
と
石
碑
用
材
の
査
技
だ
か
ら
、
本
格
的
な
立
碑
に
は
至
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
時
、
郎
談
は
ケ
ル
ピ
チ
河
口
へ
は
行

か
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
多
分
ガ
ル
ダ
ン
軍
が
こ
の
方
面
に
接
近
し
て
来
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

75 

新
定
の
遁
界
の
査
看
は
東
方
に
劃
し
で
も
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
先
ず
柳
溢
紀
略
は
、
康
照
二
十
九
年
庚
午
、
阿
羅
斯
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園
と
分
界
す
る
や
、
銀
藍
旗
の
固
山
額
員
巴
海
等
は
天
子
の
命
令
で
三
道
に
分
れ
て
威
伊
克
阿
林
に
至
り
、
そ
の
山
上
に
碑
を
立
て
、
満
洲
、

阿
羅
斯
、
略
湘
略
の
文
を
刻
し
た
と
書
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
年
ジ
ェ
ル
ビ
ヨ
ン
も
康
照
帝
か
ら
、
ア
ム
ー
ル
河
口
方
面
へ
人
を
汲
遣
し

ん相

た
と
聞
い
た
し
、
凶
年
北
京
に
来
た
、
ロ
シ
ア
人
r
H
M
N
ロ
ン
シ
ャ
コ
フ
も
ま
た
ア
ム
ー
ル
河
下
流
方
面
へ
の
清
の
大
軍
事
遠
征
の
こ
と
を

報
告
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
年
、
こ
の
方
面
の
新
定
の
漫
界
の
査
看
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
山
上
の
立
碑
は
西
部
と
同
じ
く

本
格
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

ま
た
そ
の
結
果
、
ど
こ
で
石
碑
が
作
ら
れ
た
の
か

等
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
何
も
わ
か
ら
な
い
が
、
康
照
三
十
年
十
二
月
一
日
(
ユ
リ
ウ
ス
暦
一
六
九
二
年
一
月
八
日
)
、
清
の
索
額
園
、
郎
談
等

は
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
長
官
φ
u
M
Vス
ク
リ
ピ
ツ
イ
ン
に
行
文
し
て
、
額
爾
古
納
、
格
爾
必
費
の
南
河
に
界
碑
を
立
て
る
の
を
、
こ
れ
ま
で
延
引

白
刷
、

し
て
来
た
と
通
知
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
段
階
で
は
雨
河
に
ま
だ
界
碑
が
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

A
却

ん
凶
い

の
延
引
の
理
由
を
モ
ン
ゴ
ル
の
情
勢
に
関
連

e

つ
け
て
い
る
。

康
照
二
十
九
年
春
の
工
部
の
石
材
査
技
依
頼
に
針
し
て
如
何
な
る
報
告
が
あ
っ
た
の
か
、

ロ
シ
ア
側
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
清
側
は
こ

- 76-

そ
の
後
、
前
述
し
た
よ
う
に

コ
ア
ユ
H

ア
ル
ド
地
圃
」
と
「
康
隈
四
十
九
年
黒
龍
江
流
域
園
」
に
よ
っ
て
、

一
七
一

O
年
に
は
ゴ
ル
ピ
ツ

ア
河
畔
に
界
碑
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
さ
ら
に
十
九
世
紀
初
頭
の
嘉
慶
年
聞
に
は
西
清
が
黒
龍
江
外
記
の
中
で
こ
の
界
碑
の
存
在
を
確
認

し
て
い
る
。

し
か
し
ラ
ヴ
ェ
ン
ス
タ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
十
九
世
紀
中
葉
に
は
ゴ
ル
ビ
ツ
ァ
河
畔
の
界
標
は
ピ
ラ
ミ

v
ド
型
で
あ
っ
た
と
い
う
か

A
司

ん
幽
い

ら
、
嘗
時
は
界
碑
が
失
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

「
乾
隆
十
三
排
地
圃
L

に
は
ア
ル
グ
ン
河
口
左
岸
の
ロ
シ
ア
領
に
界
碑
が
描
か
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
ラ
ヴ
ェ
ン
ス
タ
イ
ン
は
、

A
司

ん
凶
F

河
口
に
劃
す
る
ア
ム
ー
ル
北
岸
に
境
界
の
石
町
H
O
ロ
広
角
田
件
。
口
町
が
あ
っ
た
と
い
う
。

ア
ル
グ
ン

多
分
後
者
の
方
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
が
、

そ
れ
が
石
碑

で
あ
っ
た
か
否
か
は
わ
か
ら
な
い
。

園
事
件
の
時
ロ
シ
ア
軍
に
持
去
ら
れ
、

た
だ
北
京
の
中
圏
第
一
一
歴
史
楢
案
舘
に
は
義
和

一
九
五
六
年
に
返
還
さ
れ
た
黒
龍
江
将
軍
街
門
楢
が
あ
る
の
で
、
こ
の
中
に
関
係
責
料
が
あ
る
か
も
し

以
上
の
通
り
一
六
九
二
年
以
降
は
記
録
が
な
く
、
界
碑
建
立
の
経
緯
は
何
も
わ
か
ら
な
い
。



れ
な
い
と
思
っ
て
期
待
し
て
い
る
。

顧
み
る
と
ア
マ
ザ

I
ル
河
圏
境
設
は
多
く
の
人
を
惑
わ
せ
て
来
た
が
、
煎
じ
詰
め
る
と
、
こ
れ
は
北
京
の
イ
エ
ズ
ス
舎
士
た
ち
の
思
い
遠
レ

と
濁
走
に
由
来
す
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
を
誼
明
す
る
の
が
「
ト
マ
ス
薗
」
で
あ
り
、

コ
ア
ユ

H

ア
ル
ド
地
圃
」
で
あ
る
。

ま
た
界

碑
移
建
に
つ
い
て
は
、
も
し
こ
れ
が
事
責
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
ア
マ
ザ
l
ル
河
と
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
こ
れ

は
ア
ル
グ
ン
河
口
か
ら
の
移
建
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

次
に
ケ
ル
ピ
チ
河
か
ら
東
の
園
境
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
僚
約
に
よ
れ
ば
、

は
、
こ
の
山
脈
の
頂
上
の
線
で
分
界
し
、
サ
ガ
リ
エ
ン

u
ウ
ラ
に
河
川
が
流
入
す
る
側
は
中
園
領
、
反
射
側
は
ロ
シ
ア
領
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

こ
の
河
の
源
泉
の
上
に
あ
る
岩
ま
た
は
石
の
山
か
ら
海
ま
で

が
ケ
ル
ピ
チ
河
は
小
河
川
な
の
で
、
そ
の
源
泉
は
直
接
ス
タ
ノ
ヴ
ォ
イ
山
脈
に
は
達
し
な
い
が
、
分
水
嶺
を
辿
っ
て
行
け
ば
こ
れ
に
達
し
、

タ
ノ
ヴ
ォ
イ
山
脈
の
山
頂
を
連
ね
て
境
界
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

ス

し
か
し
こ
の
山
服
は
海
に
近
附
く
と
、

く
、
直
接
、
海
に
流
入
す
る
河
川
に
直
面
す
る
た
め
山
脈
が
屈
折
し
、
こ
の
あ
た
り
が
境
界
未
重
定
区
域
と
し
て
蔑
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
園

境
を
董
定
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
雨
園
が
こ
の
あ
た
り
を
満
足
が
行
く
方
法
で
は
踏
査
せ
ず
、
地
固
に
も
載
せ
ず
、
漠
然
た

サ
ガ
リ
エ
ン
H

ウ
ラ
に
で
は
な
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る
地
理
的
知
識
し
か
持
ち
合
わ
せ
な
か
っ
た
た
め
と
、

カ

1
ア
ン
や
増
田
忠
雄
は
見
て
い
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
て
、
整
方
と
も
相
官
具
韓
的

な
知
識
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
未
霊
定
匡
域
と
は
、
保
約
に
よ
れ
ば
「
ウ
デ
ィ
河
と
、
境
界
と
し
て
指
示
さ
れ
た
山
脹
の
開
」
で
あ
る
。
先
に
見
た
「
ト
マ
ス
園
」
で

は
長
大
な
V
字
朕
山
脈
の
南
溢
山
脈
を
「
シ
ナ
帝
園
の
境
界
の
蓮
峯
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
ま
さ
し
く
保
約
で
い
う
「
境
界
と
し
て
指
示

さ
れ
た
山
脈
」
で
あ
る
。

「
ト
マ
ス
園
」
は
そ
の
山
肱
の
北
に
二
つ
の
河
川
を
描
い
て
い
る
が
、
河
名
は
な
い
。
し
か
し
「
吉
林
九
河
園
」
に

そ
の
聞
に
は
北
に
ウ
デ
ィ
河
、
南
に
ト
ロ
ン
河
が
あ
る
か
ら
、

も
「
ト
マ
ス
園
」
同
様
の

V
字
朕
山
脈
が
見
ら
れ
、

「
ト
マ
ス
圃
」
の
二
つ
の
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河
川
も
こ
れ
に
違
い
な
い
。
従
っ
て
未
霊
定
地
域
は
北
の
ウ
デ
ィ
河
と
V
字
朕
山
脈
の
南
港
山
脹
の
聞
で
あ
っ
て
、

脈
を
「
モ
ス
ク
ワ
帝
園
の
境
界
」
と
し
た
の
は
誤
り
で
あ
る
(
第
三
園
、
第
五
圏
〉
。

「
ト
マ
ス
圃
」
が
北
港
山
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ト

ウ

グ

「
吉
林
九
河
園
」
の
南
溢
山
脈
の
南
で
は
ト
ヮ
グ
ル
河
が
海
に
注
い
で
お
り
、
薩
布
素
俸
は
「
極
爾
必
斉
〔
河
〕
を
以
て
界
と
震
し
、
園
古

ん
凶
F

魯
河
に
至
る
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
巌
密
に
一
言
う
と
誤
り
で
、
境
界
は
そ
の
北
に
連
な
る
山
服
で
あ
る
。
し
か
し
現
地
で
は
未
重
定
地
の

範
囲
を
正
確
に
知
っ
て
い
た
ら
し
く
、
十
九
世
紀
中
ご
ろ
、
こ
の
溢
の
住
民
は
ト
ロ
ム
河
を
も
っ
て
境
界
と
し
て
い
た
と
ミ
ッ
デ
ン
ド
ル
フ
が

同

俸
え
て
い
る
が
、
ウ
デ
ィ
河
と
南
進
山
脈
の
聞
に
境
界
線
を
引
く
と
す
れ
ば
、
確
か
に
ト
ロ
ム
河
あ
た
り
が
安
嘗
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
こ
の

V
字
扶
山
脈
は
質
際
に
ど
の
山
脈
に
嘗
る
か
と
い
う
と
、
第
六
園
の
中
で
貼
線
で
示
し
た
よ
う
に
、
北
塗
山
脈
は
ス
タ
ノ
ヴ

ォ
イ
山
脈
と
ジ
占
ク
ジ
ナ
ル
山
脈
で
あ
り
、
南
港
山
脈
は
ス
タ
ノ
ヴ
ォ
イ
山
脈
か
ら
南
に
分
岐
し
て
、

ウ
デ
ィ
河
、

ト
ロ
ム
河
等
と
、

ア
ム

l

ル
水
系
の
諸
河
川
お
よ
び
ト
ゥ
グ
ル
河
を
分
つ
分
水
嶺
に
違
い
な
い
。

「
吉
林
九
河
園
」
は
こ
の
南
謹
山
脹
の
南
側
に
、
東
か
ら
西
に
エ
ル
キ

レ
H

ア
リ
ン
巴
E
H叩
〉

-5、
デ
オ
セ

u
ア
リ
ン
ロ

g
田町、

ヤ
ン
H

プ
リ
ン

JPロ
∞
を
描
レ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
第
六
園
の
ト
ゥ
グ
ル
河
と

ア
ム
グ
ン
河
の
水
源
に
北
か
ら
南
に
連
な
る
標
高
二
三
八
四
米
、
二
二
九
五
米
、
二
五

O
五
米
、
二
三
二
五
米
の
高
峯
の
い
ず
れ
か
に
嘗
る
で
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あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
ト
ゥ
グ
ル

ア
ム
グ
ン
雨
河
と
の
関
係
位
置
を
見
る
と
、
質
際
は
南
北
に
連
な
る
高
峯
を
、

「
吉
林
九
河
園
」
は
東
西

に
並
べ
た
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
筆
者
は
前
論
文
で
は
柳
漣
紀
略
の
威
伊
克
阿
林
を
エ
ル
キ
レ
H

ア
リ
ン
に
嘗
て
、
こ
れ
を
最
高

A
可

ム
凶
い

峰
の
二
五

O
五
米
の
山
で
は
な
い
か
と
し
た
が
、
順
序
か
ら
考
え
て
、
四
高
峯
の
中
で
最
北
の
二
三
八
四
米
の
山
に
訂
正
し
た
い
。
こ
れ
は
こ

タ
イ
カ
ン
、
ビ
ご
」
、
ヤ
ム
H

ア
リ
ン
の
四
山
脈
の
交
曾
貼
に
蛇
立
す
る
大
山
だ
か
ら
で
、
そ
の
南
に
連
な
る
二
二
九

の
山
が
セ
レ
ム
ジ
ャ
、

五
米
の
山
が
「
吉
林
九
河
圃
」
の
デ
オ
セ
H

ア
リ
ン
、
次
の
二
五

O
五
米
の
山
あ
た
り
が
同
じ
く
ヤ
ン

u
ア
リ
ン
で
あ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
現

在
の
地
聞
に
あ
る
ヤ
ム
H

ア
リ
ン
、

ド
ゥ
ッ
セ
H

ア
リ
ン
の
山
脈
名
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
十
九
世
紀
に
な
っ
て
ミ
ッ
デ
ン
ド
ル
フ
が
命
名
し

た
も
の
で
、
順
序
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
二
三
八
四
米
の
山
が
エ
ル
キ
レ

u
ア
リ
ン
で
威
伊
克
阿
林
だ
と
す
る
と
、
都
統
巴
海
等
は
一
六
九

O
年
に
、
こ
の
山
ま
で
来
て
法
界
を

「
威
伊
克
阿
林
は
極
東
北
の
大
山
な
り
。
上
に
樹
木
な
く
、
惟
青
苔
を
生
ず
る
の
み
に
て
、
厚
さ

阿
羅
斯
圏
と
分
界
す
る
や
、
天
子
、
鎌
藍
旗
固
山
額
員
巴
海
等
に
三
道
に
分
れ
て
往
い
て
視
る

査
看
し
た
こ
と
に
な
る
。
柳
漫
紀
略
に
は
、

常
に
三
、
四
尺
。
康
照
〔
二
十
九
年
〕
庚
午
、



こ
と
を
命
じ
、
一
は

R
L協
よ
り
入
り
、
一
は
ん
炉
山
和
十
企
よ
り
入
り
、
一
は
北
海
よ
り
判
断
り
て
入
れ
る
に
所
見
み
な
同
じ
。
畑
一
信
縦
一
肱
羽
o

」

と
あ
り
、
次
に
前
述
し
た
立
碑
の
こ
と
が
あ
る
。
増
田
忠
雄
は
こ
の
威
伊
克
阿
林
を
一
つ
の
山
で
は
な
く
、
外
興
安
嶺
が
東
に
延
び
る
山
脈
を

漠
然
と
指
す
と
し
、
固
山
、
額
員
、
巴
海
の
三
人
が
ア
ム
グ
ン
河
(
亨
烏
刑
)
、
ゴ
ル
イ
ン
河
、
海
か
ら
ト
ゥ
グ
ル
河
に
分
れ
て
入
り
、
別
々
に

帥

山
上
に
標
識
を
残
し
た
と
解
揮
し
た
。
し
か
し
固
山
額
員
は
都
統
の
こ
と
だ
か
ら
、
こ
の
解
韓
は
誤
り
で
、
漣
界
査
看
部
隊
は
分
準
し
て
、
と

も
に
「
境
界
と
し
て
指
示
さ
れ
た
山
脈
」
に
あ
る
大
山
エ
ル
キ
レ
H

ア
リ
ン
に
達
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の

V
字
献
山
脹
は
も
ち
ろ
ん
「
ベ
テ
リ
ン
圃
」
に
も
見
ら
れ
る
。
北
過
の
山
脈
は
ウ
デ
ィ
河
の
北
に
あ
り
、
南
港
の
山
脈
は
同
河
の
水
源

附
近
で
分
岐
し
て
南
東
に
走
っ
て
い
る
。
ウ
デ
ィ
河
の
南
に
は
無
名
の
河
が
二
つ
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
が
ト
ロ
ム
河
で
あ
ろ
う
。
そ
の
次
に
ア

ラ
河
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
現
在
の
ア
ル
河
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
河
が
四
つ
あ
り
、
そ
の
次
が
ト
ゥ
グ
ル
河
で
あ
る
。
従
っ
て
「
境
界
と
し
て
指

示
さ
れ
た
山
脈
」
の
末
端
は
、
ア
ラ
河
と
ト
ゥ
グ
ル
河
の
聞
の
ど
こ
で
海
に
達
し
て
も
差
支
え
な
い
が
、
多
分
ア
ラ
河
の
南
で
海
に
達
す
る
山

- 83ー

脹
を
も
っ
て
境
界
の
山
脈
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
(
第
四
国
)
。

こ
の
よ
う
に
こ
の
園
境
重
定
交
渉
は
、
東
部
方
面
に
つ
い
て
も
お
互
い
の
地
園
の
記
載
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
、
園
境
未
重
定
の
地
域
を
残

し
た
の
は
、
整
方
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
側
が
こ
の
方
面
の
園
境
重
定
に
つ
い
て
訓
令
を
受
け
て
い
な
い
た
め
で
あ
っ
て
、
増
田
忠
雄

ト
h
v

が
挙
げ
て
い
る
地
理
的
知
識
の
不
足
云
々
と
い
う
理
由
で
は
な
い
。
責
際
の
と
こ
ろ
共
通
し
た
地
園
が
な
け
れ
ば
未
童
定
地
域
を
「
ウ
デ
ィ
河

と
、
境
界
と
し
て
指
示
さ
れ
た
山
脈
と
の
聞
」
と
す
る
こ
と
さ
え
容
易
に
決
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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一
七
二
七
年
の
キ
ャ
フ
タ
保
約
第
七
篠
で
も
、
重
定
が
後
日
に
延
期
さ
れ
、
つ
い
に
一
八
五
八
年
の
愛

車
保
約
ま
で
、
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
乾
隆
三
十
年
(
一
七
六
五
)
八
月
の
黒
龍
江
将
軍
富
信
阿
等
の
上
奏
に
は
、
「
康
照
二
十
九
年
郭
羅
斯
と

界
を
定
め
、
各
河
漉
を
査
勘
せ
る
後
、
従
っ
て
未
だ
住
査
せ
ず
」
と
あ
る
か
ら
、
七
十
五
年
の
開
、
境
界
の
査
勘
も
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
ら
し

こ
の
ウ
デ
ィ
河
の
未
童
定
園
境
は
、
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セ
レ
ム
ジ
ャ
河
、
ブ
レ
ヤ
河
を
朔
っ
た
者
は
、

い
ず
れ
も
境
界
の
輿

ぃ
。
そ
れ
で
こ
の
年
、
査
勘
を
行
な
い
、
ゴ
ル
ビ
ツ
7

河
、
ゼ

l
ヤ
河
、

堪
山
に
達
し
た
。
そ
こ
で
精
奇
里
河
、
託
克
河
、
英
肯
河
、
西
カ
木
油
河
、
牛
量
河
、
西
勤
莫
徳
河
の
六
箇
所
に
封
堆
を
設
け
、
そ
れ
以
後
こ

品
川
ザh

p
 

れ
を
定
期
的
に
巡
査
し
た
と
い
う
。
こ
の
六
箇
の
封
堆
を
、
ミ
ッ
デ
ン
ド
ル
フ
も
一
八
四
四
年
の
嫁
ー行
で
記
録
し
て
お
り
、
彼
が
寅
見
し
た
一

帥

つ
は
、
等
身
大
で
八
立
方
呪
ほ
ど
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
あ

っ
た
と
い
う
。

右
に
い
う
興
堪
山
と
は
、
ス
タ
ノ
ヴ
ォ
イ
山
服
と
こ
れ
に
連
な
っ
て
海
に
至
る
山
服
で
あ
る
。
こ
れ
は
満
文
俊
約
が
境
界
を
「
石
の
あ
る
大

ヒ
ノ
ガ
リ
'

輿
安
」
と
し
、
未
董
定
地
域
を
「
ウ
デ
ィ
河
よ
り
南
、
興
安
よ
り
北
」
と
し
て
い
る
の
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
東
部
の
園
境
の
要

と
な
る
威
伊
克
阿
林
(
エ
ル
キ
レ
H

ア
リ
ン
)
も
輿
安
た
る
べ
き
で
あ

っ
た。

の
ア
リ
ン
の
名
は
こ
の
後
の
地
固
に
も
残
る
け
れ
ど
も
、

そ
れ
で
「
吉
林
九
河
園
」
の
三
山
の
う
ち
デ
オ
セ
と
ヤ
ン
の
二
つ

ヒ

y
ガ
ン

エ
ル
キ
レ

u
ア
リ
ン
は
す
べ
て
輿
安
と
な
る
。
即
ち
コ
ア
ユ
H

ア
ル
ド
地
圃
」
は
こ

の
三
山
を
、
東
北
か
ら
西
南
方
向
に
ヒ
ン
カ
ン
山
脈
出

5
5ロ
n
Z
5巾
仏

巾

g
o己
釦
関
口
市
、
ト
ゥ
セ
H

ア
リ
ン
吋
。
ロ
H
m

〉

-
5、
ヤ
ム
H

ア
リ

ン

J
F
S
〉

FH
と
並
べ
、
「
秘
圃
」
、
「
乾
隆
十
三
排
地
固
」
も
こ
れ
に
倣
っ
て
い
る
。
ミ
ッ
デ
ン
ド
ル
フ
は
ブ
レ
ヤ
山
脈
と
こ
れ
に
連
な
る

山
脈
に
命
名
す
る
に
嘗
っ
て
、
こ
の
中
園
側
の
地
固
に
あ
る
名
橋
を
借
り
て
、
南
か
ら
ヒ
ン
ガ
ン
、
ド
ゥ
ッ
セ
H

ア
リ
ン
、
ヤ
ム
H

ア
リ
ン
と

命
名
し
た
。
と
こ
ろ
が
ヒ
ン
ガ
ン
と
レ
う
山
は
他
に
多
い
の
で
、
シ
ュ
レ
ン
ク
等
の
意
見
に
従
っ
て
こ
れ
を
プ
レ
ヤ
山
肱
に
改
め
た
の
だ
と
い

- 84ー

ぅ
。
こ
の
よ
う
な
命
名
法
を
と

っ
た
の
で
、
三
山
の
並
び
方
が
「
吉
林
九
河
圃
」
等
と
は
逆
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
な
お
現
地
の
住
民
は
、

倒

ム
日
ア
リ
ン
等
の
山
名
を
知
ら
な
か

っ
た
と
い
う
。

ヤ

そ
の
後
ロ
シ
ア
側
は
、
ウ
デ
ィ
河
附
近
の
未
董
定
園
境
の
重
定
を
清
側
に
提
案
し
.
遂
に
一
八
五
八
年
に
愛
車
で
そ
の
舎
議
を
開
い
て
愛
車
篠

約
を
結
び
、
さ
ら
に
一
八
六

O
年
に
は
北
京
際
約
を
結
ん
で
現
在
の
中
ソ
園
境
を
重
定
し
、
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
隊
約
は
無
数
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

註川
ソ
速
に
あ
る
ロ
シ
ア
文
俊
約
の
控
え
は
ぺ
月
二
十
七
日
附
、
ゴ
ロ
ヴ
ィ

ー
ン
報
告
書
に
あ
る
調
印
日
附
は
八
月
二
十
九
日
、
ラ
テ
ン
文
僚
約
は
八

月
二
十
八
日
附
(
い
ず
れ
も
ユ
リ
ウ
ス
暦
〉
で
あ
る
。

伺
隻
方
が
署
名
調
印
し
た
ラ
テ
ン
文
候
約
の
ほ
か
、

ロ
シ
ア
側
は
ロ
シ
ア
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〔
補
註
〕
脱
稿
後
、
入
手
し
た
清
代
中
俄
関
係
機
案
史
料
選
編
第
一
編
(
中

華
書
局
一
九
八
一
)
一
八
九
頁
に
は
「
康
照
一
二
十
九
年
十
一
月
初
九
日
丁

酉
、
理
藩
院
題
、
:
・・
議
明
春
草
生
時
、
差
遣
大
臣
官
員
、
禽
同
郡
緩
斯
尼

布
除
城
守
尉
伊
繋
、
定
立
遁
界
。
上
回
、
明
歳
草
生
時
可
差
一
侍
郎
査
立
漫

界。
L

(

漢
文
起
居
注
冊
〉
と
あ
る
か
ら
僚
約
締
結
後
十
二
年
を
経
た
康
照
四

十
年
(
一
七

O
一
〉
に
な

っ
て
、
漸
く
界
碑
が
立
て
ら
れ
た
ら
し
い
。
し
か

し
立
碑
の
場
所
な
ど
は
な
お
明
ら
か
で
な
い
。

ま
た
問
書
の
六
二
七
頁
に
は
「
潅
正
十
二
年
(
一
七
三
四
)
十
二
月
十
四

日
、
領
侍
衛
内
大
臣
英
誠
公
奴
才
塑
感
額
等
護
奏
、
続
援
費
雅
昭
地
方
之
郷

長
端
色
菓
報
、
恒
衰
河
源
奥
俄
羅
斯
接
壊
、
原
勝
軍
巴
海
曾
子
該
慮
立
牌
棲

震
界
、
七
八
年
前
、
此
牌
襖
倒
楊
:
:
:
」
(
満
文
録
副
奏
摺
〉
と
あ
る
。
こ

れ
は
恐
ら
く
威
伊
克
阿
林
の
牌
棲
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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refor°ation, dependence upon foreign powers was correspondingly de-

epened. There is an irony in this situation｡

　　　

The reform movement was ａ manifestation of the ambition of refor-

mers who were trying resolutely,even by winning the Powers over their

side, to enact ａ reformation of the Qing. But one　cannot　overlook the

fact however that this movement presented an opportunity facilitatingthe

penetration of the Powers into Qing.

THE NATIONAL BOUNDARIES STIPULATED BY THE

NERCHINSK TREATY BETWEEN QING 清AND RUSSIA

　　　　　　　　　　　　

YOSHIDA Kin'ichi

　　

When the national boundaries were drawn at Nerchinsk, neither the

Chinese

　

nor

　

the

　

Russian

　

side

　

had

　

sufficient

　

geographical

　

knowledge.

Therefore, along the eastern border and elsewhere, there remained regions

where the national boundaries were not delineated. However, according

to written documents, both sides ｃｏ!itributedmaps for the negotiations.

One could postulate　that because　they had surveyed the zone　without

dispute, both sides must have had accurate maps. The Russian Petelin

map and the Chinese “Nine Rivers of Jilin”map 吉林九河圓were probably

most intimately connected with those used at the negotiations.

　　

Both maps, for　exemple, dispose the theory that Kerbichi River,

which formed ａ section of the western border between two countries,

really was the present-day Amazar　River, and prove that it was the

present-day Gorbitsa River.

　　

Similar clarificationscan be made regarding the eastern section of

the border. For example, the Weiyikealin 威伊克阿林, surveyed by the

Qing in 1690, had nonetheless remained largely uncharted. According to

the“Nine Rivers of Jilin”map, it seems to have been recognized that

this area lay in the high mountains near the eastern edge of the mountain

range designated as the national border. Furthermore, it is possible to

read from these two maps the moutain ranges designated as　national

borders, as well as the extent of the undelineated areas in the vicinityof

the Vdi River｡
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Thus, insufficientgeographical knowledge does not completely ｅχplain

why there remained areas undelineated by national boundaries. As written

documents indicate, the fact that the Russian representatives had not

received instructions regarding the borders in this region, must also be

understood as an important factor.

THE 15-JUAN MANUSCRIPT VERSIONS OF THE

　　　　　

ＹＵＡＮＣＨＡＯＭＩＳＨＩ元朝秘史
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This essay is ａ study of the 15-iuan manuscript version of the Yuan-

ｃｈａｏｍｉｓhi、　When the 15-juan tｅχtwas recorded in the Yongle dadian

永楽大典, it was reeditted from ａ 12-juan tｅχt. Today, several manuscript

versions of the tｅχthave been transmitted. In 1962, an ０１ｄmanuscript

of the text was published in facsimile by Palladii in the Soviet Union.

By this publication we can easily consult the 15-iuan manuscript versions.

Concerning the Palladii tｅχt，we cannot say that it is authentic. And it

seems that the 15-iuan manuscript versions as a whole are vaguely regarded

as unreliable.

　　

For this essay, l eχamined the manuscript version formerly in the

collection of Lu Xinyuan 陸心源, now kept in the Seikado Library 静嘉堂

文庫. When this text is compared with the Palladii text, the following

discrepancies become apparent : there are di任erences in about 3000 places；

the obvious mistakes in the Palladii text do not occur in the Seikado text.

Considered from the point of view of the transmission of the printed

texts, the large differences between these two versions in ｅχtremely close

juxtaposition suggest that the manuscript versions　of the　15-juan text

have many variants.

　　

This necessitates ａ comparative examination of the other surviving

versions of the 15-juan manuscript tｅχt. A revised tｅχtwhich can be

compiled from the various versions　of the 15-juan tｅχt　must then be

compared with a revised tｅχtmade from the various 12-juan texts. By

this work, the superior text of the ＳｅｃｒｅtHiｓtｏり屁史will have been

determined｡
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